
G7 サヘル・パートナーシップ行動計画 

（骨子） 

 

 サヘル地域は，豊富な人的資源，文化的資源及び天然資源を有するも，不安定化の深刻なリス

クに直面。地域協力の改善に向けた G5 サヘル諸国の取組及びサヘル同盟創設を賞賛。全ての

G7 メンバーがこの同盟の加盟国又はオブザーバーであることを歓迎。 

 

平和と安全 

 サヘル地域等における治安・人道状況の悪化，特にコミュニティー間の緊張の拡散を危惧。「サ

ヘル地域の安全及び安定のためのパートナーシップ」の設立を歓迎。 

 

 国際部隊による支援を賞賛。国連安保理決議に従って，マリ中部に展開する MINUSMA のプレゼ

ンスが強化されたことを歓迎。アルジェ和平・和解合意の完全かつ効果的な実施を求める。 

 

 「サヘル地域における違法なトラフィキングと闘うための包括的かつ持続可能な戦略のため

のパートナーシップに関するディナール宣言」の実施を支持。「女性，平和及び安全保障に関す

るディナール宣言」，とりわけ女性が当事者として和平プロセスの全段階に完全かつ有意義な

形で参加することを認識。2020 年までに AU の「紛争停止のための実践的ステップに関するマ

スター・ロードマップ」が実施されることを奨励。 

 

長期的な開発課題 

 「G7・G5 サヘル・パリ共同コミュニケ」を支持。国際開発協会（IDA）第 19 次増資及びアフリ

カ開発基金第 15 次増資（ADF-15）の成功を期待。世界銀行の「人的資本プロジェクト」に参加

したいとする G5 サヘル諸国の意思を歓迎。 

 

 「サヘル地域の農村の若者のための適切な雇用創出に関する G7 枠組」の採択を歓迎。開発の

ための追加的資源を動員・既存資金のインパクトの増大を支援することへの支持を表明。学校

における生理衛生管理のために開発インパクト債（DIB）等，保健・人材開発の分野における成

果連動型のパートナーシップ体制の構築を奨励。 

 

 G7 教育大臣・開発大臣合同会合の成果を歓迎。G7 として教育支援への関与を継続し，パート

ナー国政府及びその他ドナーに対し，基礎教育を含む教育への政治的・財政的支援を拡大する

よう奨励。教育制度等の改善に向けた G5 サヘル諸国のコミットメントを奨励。 

 

 G7 保健大臣会合で採択された「G7 プライマリー・ヘルス・ケア (PHC) ユニバーサル・ナレッ

ジ・イニシアティブ」を歓迎。第 6回世界エイズ・結核・マラリア対策基金の増資に期待。 

 

 サヘル諸国が特に衝撃，とりわけ安全保障上の脅威に脆弱であることを認識。引き続き IMF と

協働する所存。IMF・世界銀行グループの多面的アプローチの更なる実施について，改めて支持

を表明。 


